
※1【子ども食堂】
地域のボランティアが子どもたちに対し、無料または安価
で栄養のある食事や温かな団らんを提供する取り組み

※2【出会いのひろば事業】
ティーパーティーや料理教
室などの出会いのきっかけ
づくりの場を提供する事業

※３【スフィア基準】
災害などの被災者が尊厳
ある生活を営むための人
道支援活動における国際
的な最低基準のこと　

※４【カスハラ】
カスタマーハラスメントの略称。
顧客が不適切な言動や過剰な要求
を通じて、企業やその従業員に精
神的・身体的な負担を強いる行為

※５【第２次消費者教育推進計画】
令和５年度から９年度までの期間で、
安全・安心で豊かな消費生活の実現
を目標とし、自ら考え選択し行動す
る消費者の育成を目指す計画

※６【クラウドファンディング型ふるさと納税】
地域への応援や貢献の思いを事業に反映させるた
め、寄附金の使い道の具体的な事業を示し、事業
に共感した方から寄附を募る仕組み

　
　
現
在
の
電
子
町
内
会
は
、
参
加
町
内

会
の
数
や
更
新
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
。
現
状
の
所
見
と
改
善
点
は
。

　
　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
犬
島
を
訪
れ

た
方
に
、
西
大
寺
地
区
に
来
て
も
ら
い
た

い
思
い
が
地
元
で
は
強
く
あ
る
。
犬
島
か

ら
西
大
寺
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
う
考
え
る
か
。

設
で
発
火
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
の
市
有
ご
み
処

理
施
設
で
の
発
火
件
数
と
被
害
額
は
。
ま

た
、
発
火
防
止
の
さ
ら
な
る
対
策
は
。

　
　
令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年

だ
。
世
界
で
は
武
力
衝
突
な
ど
で
多
く
の

命
が
失
わ
れ
て
お
り
、
戦
争
は
遠
い
過
去

の
歴
史
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
本
市
で

は
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
本
市
は
、
災
害
が
少
な
い
恵
ま
れ
た

気
候
風
土
で
全
国
有
数
の
農
業
都
市
だ
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
園
芸

作
物
に
係
る
予
算
額
が
６
年
度
か
ら
47
％

増
額
し
た
要
因
は
。
ま
た
、
ど
の
事
業
内

容
に
予
算
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
子
タ
バ

コ
、
充
電
式
の
電
子
機
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
も

の
が
他
の
不
燃
ご
み
に
混
入
し
、
処
理
施

　
　
出
会
い
の
ひ
ろ
ば
事
業
を
連
携
中
枢

都
市
圏
の
市
町
と
協
力
し
て
実
施
す
る
狙

い
は
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
事
業
の
工
夫

点
、
想
定
す
る
参
加
人
数
は
。

　
　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
災

害
時
の
ト
イ
レ
数
の
基
準
の
現
状
は
。

　
　
令
和
７
年
１
月
時
点
で
子
ど
も
食
堂

は
市
内
で
38
カ
所
と
拡
充
し
て
い
る
が
、

開
催
は
月
１
回
程
度
の
場
所
が
多
く
、
心

を
開
い
て
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
の
構
築

は
難
し
い
と
の
声
も
聞
く
。
運
営
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
善
意
で
担
い
、
人
員

確
保
や
資
金
調
達
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

立
ち
上
げ
時
の
み
の
経
費
補
助
を
継
続
的

な
も
の
に
で
き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
令
和

６
年
度
か
ら
第
２
次
消
費
者
教
育
推
進
計

画
に
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
項
目
を
盛
り
込
み
、

消
費
者
を
加
害
者
に
し
な
い
た
め
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
実
績
と
成
果
は
。

ま
た
、
７
年
度
の
事
業
内
容
は
。

　
　
本
市
に
は
多
く
の
野
犬
が
生
息
し
て

お
り
、
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。

保
護
し
た
野
犬
に
人
馴
れ
訓
練
を
し
て
譲

渡
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
捕

獲
数
・
譲
渡
数
が
増
え
、
経
費
の
増
加
が

課
題
だ
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
財
源
確
保
計

画
の
事
業
概
要
は
。

　
　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
、
集
中
備

蓄
倉
庫
の
整
備
に
６
億
５
６
０
０
万
円
余

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
整
備
予
定
の
地
域

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
の
10
市
町
か
ら
参
加

希
望
が
あ
り
、
一
部
事
業
の
参
加
者
を
圏
域

市
町
に
在
住
・
在
勤
の
方
ま
で
広
げ
、
結
婚

を
希
望
す
る
若
者
の
出
会
い
の
機
会
の
拡
大

等
を
図
る
。
ま
た
、
７
年
度
は
専
門
事
業
者

に
委
託
し
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
や
流
行
な
ど
も

踏
ま
え
企
画
内
容
の
充
実
を
図
る
。
参
加
人

数
は
未
定
だ
が
、
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　
　
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
避

難
者
数
50
人
に
１
基
を
基
準
に
簡
易
ト
イ
レ

を
備
蓄
し
て
お
り
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま

え
た
ト
イ
レ
の
運
用
指
針
の
作
成
を
進
め
て

い
る
。
避
難
が
中
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、

協
定
業
者
か
ら
の
仮
設
ト
イ
レ
の
レ
ン
タ
ル

な
ど
に
よ
り
、
各
避
難
所
の
状
況
に
応
じ
て

避
難
者
数
20
人
に
１
基
と
す
る
な
ど
、
災
害

用
ト
イ
レ
の
必
要
数
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

を
機
に
多
く
の
観
光
客
が
犬
島
を
訪
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
効
果
を
西
大
寺
地

区
に
波
及
さ
せ
る
好
機
と
考
え
、
芸
術
祭
開

催
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
、
犬
島
か
ら
宝
伝

港
に
着
く
船
便
に
合
わ
せ
宝
伝
港
を
出
発
し
、

西
大
寺
観
音
院
、
西
大
寺
駅
を
経
由
し
て
西

大
寺
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
向
か
う
バ
ス
を
１

日
１
便
運
行
す
る
予
定
。

　
　
農
業
者
の
方
々
へ
の
要
望
調
査
を
基
に

予
算
化
し
て
お
り
、
岡
山
ぶ
ど
う
産
地
強
靭

化
事
業
へ
の
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
１
２
６
０
万
円
増
額
し
、
３
９
４
０
万

円
の
予
算
額
と
し
た
。

　
農
業
を
持
続
的
に
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
新
規
就
農
者
や
担
い
手
の
農
業
経

営
規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
近
代
化
と

効
率
化
の
た
め
の
機
械
・
設
備
の
導
入
や
、

　
　
発
火
件
数
は
３
年
度
２
９
０
件
、
４
年

度
２
９
１
件
、
５
年
度
３
１
７
件
で
、
そ
の

う
ち
約
８
割
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
起

因
す
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
発

見
直
後
に
消
火
で
き
て
お
り
、
被
害
は
生
じ

て
い
な
い
。
発
火
防
止
の
た
め
、
分
別
の
徹

底
を
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周
知
し
て
い
く
。

　
　
７
年
６
月
の
戦
没
者
追
悼
式
に
あ
わ
せ

た
記
念
講
演
、
戦
災
の
記
録
と
写
真
展
の
展

示
エ
リ
ア
や
期
間
の
拡
充
、
平
和
に
関
す
る

連
続
講
座
の
拡
充
、
プ
レ
ー
ト
設
置
な
ど
の

戦
災
記
録
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
児
童
生
徒

が
平
和
へ
の
思
い
を
つ
づ
る
岡
山
っ
子
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
一
連
の
事
業
を
、
遺
族
会

の
意
見
も
踏
ま
え
実
施
す
る
。
空
襲
や
戦
争

の
記
憶
を
と
ど
め
、
次
の
世
代
に
継
承
す
る

た
め
、
市
民
と
一
体
に
な
り
平
和
へ
の
理
解

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
配
信
や
市
内
５
つ
の
大
学

で
出
前
講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、
岡
山
南
高

校
と
連
携
し
て
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
の
作
成
・
放
送

を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、
カ

ス
ハ
ラ
の
認
識
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
消
費

者
と
労
働
者
双
方
の
立
場
で
カ
ス
ハ
ラ
問
題

を
理
解
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
７
年
度
は
よ
り
多
く
の
市
民
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
の
作
成
、
出
前
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

周
知
・
啓
発
、
新
聞
等
で
広
報
を
行
う
。

　
　
北
区
田
益
地
内
に
北
区
第
２
集
中
備
蓄

倉
庫
を
、
中
区
中
島
地
内
に
中
区
集
中
備
蓄

倉
庫
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

市
が
管
理
す
る
土
地
に
計
画
し
て
お
り
、
両

倉
庫
と
も
夏
ご
ろ
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
７

年
度
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
目
標
金
額
は
７
０
０
万
円
、
募
集
期
間

は
令
和
７
年
７
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

返
礼
品
は
設
け
ず
、
共
感
す
る
事
業
へ
の
寄

附
と
す
る
た
め
、
岡
山
市
民
も
参
加
可
能
だ
。

　
　
子
ど
も
の
居
場
所
が
持
続
し
た
運
営
と

な
る
よ
う
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
助
言
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
継
続
的
な
経
費
補

助
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
他
都
市
の
状
況
を

調
査
し
て
い
き
た
い
。

を
深
め
る
１
年
と
し
た
い
。

　
　
電
子
町
内
会
は
、
平
成
14
年
に
本
市
が

構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
が
利
用
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
地
域
情
報
の
発
信
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化
や
防
災
対
策

等
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
一
方
で
、
運
用
し
て
い
る
町
内
会
は
89

に
と
ど
ま
り
、
参
加
が
増
え
な
い
要
因
と
し

て
、
更
新
等
の
手
間
や
担
い
手
不
足
に
よ
る

負
担
感
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
町
内
会
活
動
の
負
担
軽
減
や
担

い
手
の
育
成
・
確
保
の
観
点
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、
町
内
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
対
し
て
も
支
援
を

行
い
た
い
。
　

※

５

予
算
特
別
委
員
会 

質
疑

16
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

予
算
特
別
委
員
会
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

※

４

※

６

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

８

一
般
質
問16

人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援

西
大
寺
地
区
へ
誘
客
す
る
取
り
組
み

戦
後
80
周
年
記
念
事
業
を
計
画

結
婚
を
希
望
す
る
若
者
の
出
会
い
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
る

避
難
所
ト
イ
レ
の
必
要
数
を
確
保

さ
ら
な
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に

取
り
組
む

９

子
ど
も
食
堂
に

継
続
的
支
援
を
望
む

農
業
者
の
要
望
を
予
算
に
反
映

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る

発
火
防
止
対
策
を

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

共
生
・
防
災

産
業
・
く
ら
し

※

１

※

３

※

２

西大寺観音院へ誘客

市内で開催されている子ども食堂保護された野犬の人馴れ訓練

農業経営の安定化を推進

野
犬
の
人
馴
れ
訓
練
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

集
中
備
蓄
倉
庫
を
新
た
に
整
備



※1【子ども食堂】
地域のボランティアが子どもたちに対し、無料または安価
で栄養のある食事や温かな団らんを提供する取り組み

※2【出会いのひろば事業】
ティーパーティーや料理教
室などの出会いのきっかけ
づくりの場を提供する事業

※３【スフィア基準】
災害などの被災者が尊厳
ある生活を営むための人
道支援活動における国際
的な最低基準のこと　

※４【カスハラ】
カスタマーハラスメントの略称。
顧客が不適切な言動や過剰な要求
を通じて、企業やその従業員に精
神的・身体的な負担を強いる行為

※５【第２次消費者教育推進計画】
令和５年度から９年度までの期間で、
安全・安心で豊かな消費生活の実現
を目標とし、自ら考え選択し行動す
る消費者の育成を目指す計画

※６【クラウドファンディング型ふるさと納税】
地域への応援や貢献の思いを事業に反映させるた
め、寄附金の使い道の具体的な事業を示し、事業
に共感した方から寄附を募る仕組み

　
　
現
在
の
電
子
町
内
会
は
、
参
加
町
内

会
の
数
や
更
新
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
る
。
現
状
の
所
見
と
改
善
点
は
。

　
　
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
犬
島
を
訪
れ

た
方
に
、
西
大
寺
地
区
に
来
て
も
ら
い
た

い
思
い
が
地
元
で
は
強
く
あ
る
。
犬
島
か

ら
西
大
寺
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
う
考
え
る
か
。

設
で
発
火
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
度
の
市
有
ご
み
処

理
施
設
で
の
発
火
件
数
と
被
害
額
は
。
ま

た
、
発
火
防
止
の
さ
ら
な
る
対
策
は
。

　
　
令
和
７
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年

だ
。
世
界
で
は
武
力
衝
突
な
ど
で
多
く
の

命
が
失
わ
れ
て
お
り
、
戦
争
は
遠
い
過
去

の
歴
史
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
本
市
で

は
記
念
事
業
を
予
定
し
て
い
る
か
。

　
　
本
市
は
、
災
害
が
少
な
い
恵
ま
れ
た

気
候
風
土
で
全
国
有
数
の
農
業
都
市
だ
。

令
和
７
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
、
園
芸

作
物
に
係
る
予
算
額
が
６
年
度
か
ら
47
％

増
額
し
た
要
因
は
。
ま
た
、
ど
の
事
業
内

容
に
予
算
が
必
要
と
考
え
る
か
。

　
　
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
子
タ
バ

コ
、
充
電
式
の
電
子
機
器
の
バ
ッ
テ
リ
ー

な
ど
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
含
む
も

の
が
他
の
不
燃
ご
み
に
混
入
し
、
処
理
施

　
　
出
会
い
の
ひ
ろ
ば
事
業
を
連
携
中
枢

都
市
圏
の
市
町
と
協
力
し
て
実
施
す
る
狙

い
は
。
ま
た
、
令
和
７
年
度
事
業
の
工
夫

点
、
想
定
す
る
参
加
人
数
は
。

　
　
大
規
模
災
害
時
の
避
難
所
環
境
の
改

善
に
つ
い
て
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
の
導
入
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
災

害
時
の
ト
イ
レ
数
の
基
準
の
現
状
は
。

　
　
令
和
７
年
１
月
時
点
で
子
ど
も
食
堂

は
市
内
で
38
カ
所
と
拡
充
し
て
い
る
が
、

開
催
は
月
１
回
程
度
の
場
所
が
多
く
、
心

を
開
い
て
相
談
で
き
る
信
頼
関
係
の
構
築

は
難
し
い
と
の
声
も
聞
く
。
運
営
は
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
善
意
で
担
い
、
人
員

確
保
や
資
金
調
達
な
ど
の
課
題
も
あ
る
。

立
ち
上
げ
時
の
み
の
経
費
補
助
を
継
続
的

な
も
の
に
で
き
な
い
か
。

　
　
本
市
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
令
和

６
年
度
か
ら
第
２
次
消
費
者
教
育
推
進
計

画
に
カ
ス
ハ
ラ
対
策
の
項
目
を
盛
り
込
み
、

消
費
者
を
加
害
者
に
し
な
い
た
め
の
啓
発

に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
実
績
と
成
果
は
。

ま
た
、
７
年
度
の
事
業
内
容
は
。

　
　
本
市
に
は
多
く
の
野
犬
が
生
息
し
て

お
り
、
怖
い
思
い
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。

保
護
し
た
野
犬
に
人
馴
れ
訓
練
を
し
て
譲

渡
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
捕

獲
数
・
譲
渡
数
が
増
え
、
経
費
の
増
加
が

課
題
だ
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
た
財
源
確
保
計

画
の
事
業
概
要
は
。

　
　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
、
集
中
備

蓄
倉
庫
の
整
備
に
６
億
５
６
０
０
万
円
余

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
整
備
予
定
の
地
域

と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
連
携
中
枢
都
市
圏
の
10
市
町
か
ら
参
加

希
望
が
あ
り
、
一
部
事
業
の
参
加
者
を
圏
域

市
町
に
在
住
・
在
勤
の
方
ま
で
広
げ
、
結
婚

を
希
望
す
る
若
者
の
出
会
い
の
機
会
の
拡
大

等
を
図
る
。
ま
た
、
７
年
度
は
専
門
事
業
者

に
委
託
し
、
若
者
の
ニ
ー
ズ
や
流
行
な
ど
も

踏
ま
え
企
画
内
容
の
充
実
を
図
る
。
参
加
人

数
は
未
定
だ
が
、
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　
　
内
閣
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
避

難
者
数
50
人
に
１
基
を
基
準
に
簡
易
ト
イ
レ

を
備
蓄
し
て
お
り
、
ス
フ
ィ
ア
基
準
を
踏
ま

え
た
ト
イ
レ
の
運
用
指
針
の
作
成
を
進
め
て

い
る
。
避
難
が
中
長
期
化
す
る
場
合
に
は
、

協
定
業
者
か
ら
の
仮
設
ト
イ
レ
の
レ
ン
タ
ル

な
ど
に
よ
り
、
各
避
難
所
の
状
況
に
応
じ
て

避
難
者
数
20
人
に
１
基
と
す
る
な
ど
、
災
害

用
ト
イ
レ
の
必
要
数
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

　
　
令
和
７
年
度
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

を
機
に
多
く
の
観
光
客
が
犬
島
を
訪
れ
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
の
効
果
を
西
大
寺
地

区
に
波
及
さ
せ
る
好
機
と
考
え
、
芸
術
祭
開

催
中
の
土
・
日
・
祝
日
に
、
犬
島
か
ら
宝
伝

港
に
着
く
船
便
に
合
わ
せ
宝
伝
港
を
出
発
し
、

西
大
寺
観
音
院
、
西
大
寺
駅
を
経
由
し
て
西

大
寺
バ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
向
か
う
バ
ス
を
１

日
１
便
運
行
す
る
予
定
。

　
　
農
業
者
の
方
々
へ
の
要
望
調
査
を
基
に

予
算
化
し
て
お
り
、
岡
山
ぶ
ど
う
産
地
強
靭

化
事
業
へ
の
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
１
２
６
０
万
円
増
額
し
、
３
９
４
０
万

円
の
予
算
額
と
し
た
。

　
農
業
を
持
続
的
に
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た

め
に
は
、
新
規
就
農
者
や
担
い
手
の
農
業
経

営
規
模
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
近
代
化
と

効
率
化
の
た
め
の
機
械
・
設
備
の
導
入
や
、

　
　
発
火
件
数
は
３
年
度
２
９
０
件
、
４
年

度
２
９
１
件
、
５
年
度
３
１
７
件
で
、
そ
の

う
ち
約
８
割
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
起

因
す
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
発

見
直
後
に
消
火
で
き
て
お
り
、
被
害
は
生
じ

て
い
な
い
。
発
火
防
止
の
た
め
、
分
別
の
徹

底
を
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
で
周
知
し
て
い
く
。

　
　
７
年
６
月
の
戦
没
者
追
悼
式
に
あ
わ
せ

た
記
念
講
演
、
戦
災
の
記
録
と
写
真
展
の
展

示
エ
リ
ア
や
期
間
の
拡
充
、
平
和
に
関
す
る

連
続
講
座
の
拡
充
、
プ
レ
ー
ト
設
置
な
ど
の

戦
災
記
録
事
業
を
行
う
。
ま
た
、
児
童
生
徒

が
平
和
へ
の
思
い
を
つ
づ
る
岡
山
っ
子
平
和

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
一
連
の
事
業
を
、
遺
族
会

の
意
見
も
踏
ま
え
実
施
す
る
。
空
襲
や
戦
争

の
記
憶
を
と
ど
め
、
次
の
世
代
に
継
承
す
る

た
め
、
市
民
と
一
体
に
な
り
平
和
へ
の
理
解

　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
配
信
や
市
内
５
つ
の
大
学

で
出
前
講
座
を
開
催
し
た
ほ
か
、
岡
山
南
高

校
と
連
携
し
て
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
の
作
成
・
放
送

を
実
施
し
た
。
参
加
し
た
学
生
か
ら
は
、
カ

ス
ハ
ラ
の
認
識
が
深
ま
る
と
と
も
に
、
消
費

者
と
労
働
者
双
方
の
立
場
で
カ
ス
ハ
ラ
問
題

を
理
解
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
７
年
度
は
よ
り
多
く
の
市
民
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
の
作
成
、
出
前
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

周
知
・
啓
発
、
新
聞
等
で
広
報
を
行
う
。

　
　
北
区
田
益
地
内
に
北
区
第
２
集
中
備
蓄

倉
庫
を
、
中
区
中
島
地
内
に
中
区
集
中
備
蓄

倉
庫
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も

市
が
管
理
す
る
土
地
に
計
画
し
て
お
り
、
両

倉
庫
と
も
夏
ご
ろ
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
７

年
度
末
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
目
標
金
額
は
７
０
０
万
円
、
募
集
期
間

は
令
和
７
年
７
月
か
ら
を
予
定
し
て
い
る
。

返
礼
品
は
設
け
ず
、
共
感
す
る
事
業
へ
の
寄

附
と
す
る
た
め
、
岡
山
市
民
も
参
加
可
能
だ
。

　
　
子
ど
も
の
居
場
所
が
持
続
し
た
運
営
と

な
る
よ
う
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
運
営
ノ
ウ

ハ
ウ
を
助
言
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
継
続
的
な
経
費
補

助
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
他
都
市
の
状
況
を

調
査
し
て
い
き
た
い
。

を
深
め
る
１
年
と
し
た
い
。

　
　
電
子
町
内
会
は
、
平
成
14
年
に
本
市
が

構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
を
町
内
会
が
利
用
し
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
地
域
情
報
の
発
信
な
ど
を

行
う
も
の
で
、
地
域
の
活
性
化
や
防
災
対
策

等
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
一
方
で
、
運
用
し
て
い
る
町
内
会
は
89

に
と
ど
ま
り
、
参
加
が
増
え
な
い
要
因
と
し

て
、
更
新
等
の
手
間
や
担
い
手
不
足
に
よ
る

負
担
感
の
増
加
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
、
町
内
会
活
動
の
負
担
軽
減
や
担

い
手
の
育
成
・
確
保
の
観
点
か
ら
、
シ
ス
テ

ム
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
、
町
内
会
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
に
対
し
て
も
支
援
を

行
い
た
い
。
　

※

５

予
算
特
別
委
員
会 

質
疑

16
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

予
算
特
別
委
員
会
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

※

４

※

６

予
算
特
別
委
員
会

一
般
質
問

８

一
般
質
問16

人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

一
般
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
支
援

西
大
寺
地
区
へ
誘
客
す
る
取
り
組
み

戦
後
80
周
年
記
念
事
業
を
計
画

結
婚
を
希
望
す
る
若
者
の
出
会
い
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
る

避
難
所
ト
イ
レ
の
必
要
数
を
確
保

さ
ら
な
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
に

取
り
組
む

９

子
ど
も
食
堂
に

継
続
的
支
援
を
望
む

農
業
者
の
要
望
を
予
算
に
反
映

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
よ
る

発
火
防
止
対
策
を

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

共
生
・
防
災

産
業
・
く
ら
し

※

１

※

３

※

２

西大寺観音院へ誘客

市内で開催されている子ども食堂保護された野犬の人馴れ訓練

農業経営の安定化を推進

野
犬
の
人
馴
れ
訓
練
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

集
中
備
蓄
倉
庫
を
新
た
に
整
備



※７【岡山市自転車活用推進計画】
成果をあげてきた「自転車先進都市おかやま実行戦略」の取り組みを継承す
るとともに、自転車を取り巻く環境の変化等を踏まえ、自転車利用環境をさ
らに充実させ、自転車の活用を推進することを目的として策定した計画

※８【里親養育包括支援事業】
里親の普及啓発・募集、研修、子どもと
里親のマッチング、里親家庭への支援等、
一貫した支援を行うもの

　
　
里
親
制
度
の
広
報
活
動
を
行
い
、
里
親

等
に
関
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
、

養
育
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

里
親
を
開
拓
す
る
事
業
と
、
里
親
登
録
研
修

や
登
録
後
の
実
践
的
な
研
修
を
行
う
こ
と
で
、

養
育
の
質
の
確
保
と
、
委
託
が
可
能
な
里
親

を
育
成
す
る
事
業
を
行
う
。

　
里
親
養
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
増
加

す
る
業
務
量
へ
の
対
応
や
、
民
間
の
強
み
を

い
か
す
面
か
ら
、
民
間
機
関
と
協
働
し
て
進

め
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
る
。

　
　
令
和
６
年
１
月
時
点
の
県
内
保
育
士
求

人
倍
率
は
５
・
38
倍
と
非
常
に
高
い
。
ま
た
、

保
育
士
養
成
校
の
学
生
募
集
の
減
少
に
よ
り
、

な
り
手
が
減
っ
て
お
り
、
７
年
度
も
保
育
士

確
保
策
を
継
続
し
た
い
。
加
え
て
保
育
士
試

験
等
で
資
格
取
得
を
目
指
す
方
に
対
し
、
必

要
な
経
費
を
補
助
す
る
制
度
を
７
年
度
か
ら

実
施
し
た
い
。

　
大
型
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
場
所
に
つ

い
て
、
委
員
か
ら
、
ハ
レ
ノ
ワ
南
側
の
旧
市

民
病
院
跡
地
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

が
あ
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
と
の

質
疑
が
あ
っ
た
。
当
局
か
ら
、
課
題
と
し
て

十
分
認
識
し
て
お
り
、
所
管
部
局
と
今
後
の

方
針
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
委
員
か
ら
、
利
用
状
況
や
来

場
者
数
が
、
昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が

何
か
対
策
は
あ
る
の
か
、
練
習
室
や
ア
ー
ト

サ
ロ
ン
な
ど
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
と

の
質
疑
が
あ
り
、
当
局
か
ら
、
練
習
室
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
や
、
利
用
し
や
す
さ
の
改
善
を
指
定

管
理
者
と
共
に
考
え
て
い
き
た
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
地
域
振
興
基
金
の
目
的
に
合

致
す
る
事
業
に
基
金
を
利
用
し
て
い
る
が
、

地
域
と
連
携
し
て
総
合
的
な
地
域
振
興
に
つ

な
げ
る
に
は
、
も
う
少
し
工
夫
が
必
要
で
は

な
い
か
と
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
当
局
か
ら
、

地
域
振
興
は
、
ま
ず
生
活
機
能
の
維
持
向
上
、

次
に
経
済
産
業
の
振
興
、
さ
ら
に
地
域
の
歴

史
文
化
が
磨
か
れ
て
、
地
域
外
の
方
に
も
見

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
。
本
市
の
政
策

も
こ
れ
ら
を
３
本
柱
と
し
て
行
っ
て
お
り
、

地
域
振
興
基
金
は
そ
の
た
め
の
１
つ
の
材
料

で
、
一
般
会
計
の
資
金
も
使
い
な
が
ら
、
対

象
を
絞
っ
て
重
点
的
に
支
援
す
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
地
域
の
生
活
機
能
の
維
持
に
は

ど
う
い
っ
た
観
点
が
必
要
か
、
そ
れ
に
加
え

て
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
は
何
が
必
要
か
を

整
理
し
な
が
ら
、
一
般
会
計
で
の
事
業
、
地

域
振
興
基
金
で
の
事
業
を
精
査
し
て
い
き
た

い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
　
令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
岡
山
市
自

転
車
活
用
推
進
計
画
で
は
、
前
計
画
で
進
め

た
市
中
心
部
の
重
点
エ
リ
ア
に
加
え
、
重
点

エ
リ
ア
に
ア
ク
セ
ス
す
る
都
心
ア
ク
セ
ス
軸

と
郊
外
主
要
駅
周
辺
等
の
郊
外
ス
ポ
ッ
ト
部

の
路
線
を
選
定
し
、
路
線
の
計
画
を
36
・
２

か
ら
１
１
９
・
８
㎞
に
延
伸
し
た
。
６
年
度

末
の
整
備
済
み
路
線
の
延
長
は
41
・
１
㎞
、

整
備
率
は
34
・
３
％
の
見
込
み
だ
。
ま
ず
は
、

計
画
に
位
置
付
け
た
路
線
に
お
け
る
自
転
車

通
行
空
間
の
整
備
を
着
実
に
進
め
た
い
。

※
７

※

８

　
　
里
親
養
育
包
括
支
援
事
業
と
し
て
、

令
和
７
年
度
に
民
間
委
託
す
る
事
業
の
内

容
と
意
義
は
。

　
　
女
性
の
就
労
を
後
押
し
し
、
安
心
し

て
働
い
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
保
育
環
境

　
　
自
転
車
通
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

計
画
に
対
す
る
整
備
率
と
、
計
画
路
線
以

外
の
走
行
環
境
の
整
備
の
進
め
方
は
。

の
充
実
・
質
の
向
上
が
必
要
だ
。
保
育
関

係
の
事
業
者
か
ら
は
、
養
成
校
の
学
生
募

集
の
減
少
な
ど
に
よ
り
保
育
士
採
用
が
厳

し
く
な
る
と
の
声
も
聞
く
。
保
育
士
確
保

策
の
継
続
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

委
員
長
報
告
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予
算
特
別
委
員
会

民
間
委
託
に
よ
り

里
親
養
育
の
推
進
を
加
速

保
育
士
資
格
取
得
を
支
援

令和 7 年度の予算を審査 

岡
山
芸
術
創
造
劇
場

ハ
レ
ノ
ワ
に
つ
い
て

地
域
振
興
基
金

活
用
事
業
費
に
つ
い
て

自
転
車
先
進
都
市
お
か
や
ま
の
推
進

委
員
長
報
告
の
中
か
ら
一
部
掲
載

予
算
特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

整備された自転車通行空間

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

１１

子
育
て
・
福
祉

議会トピックス

市議会議員研修会を開催
　令和７年３月17日に、国立大学法人岡山大学の那須
保友学長を招き、「地域において大学が果たす役割と
は」と題した講演が行われ、これからは大学が、学内
から人々が住む街へ出て行き、産学官民が協働で地方
を創りあげることが必要だと述べられました。
　また、学生が地元に愛着を持ち、岡山への帰属意識
を持つための活動や、地元企業への就職促進の取り組
みを知ることができ、大変参考となる研修会となりま
した。

議長記者会見を開催
　令和 7年3月17日に、市民の市議会への理解促進に
寄与することを目的に、２月定例市議会の議決結果、
議員提案による 3つの政策条例、「議会局」への機構
改正などについて、議長が記者会見しました。

令和８年度の国の施策及び予算に関する
提案（通称：白本）について要望書を提出
　令和７年１月30日に、大都市制度・広域行政調査特
別委員会（赤木一雄委員長）が、令和８年度の国の施
策及び予算に関する提案（通称：白本）の検討に際し
て市議会の要望が反映されるよう、市長へ要望書を提
出しました。
　国が主導して子ども医療費助成制度の統一化を早急
に図ることなど、合計７項目を要望しています。

大都市制度・広域行政調査特別委員会
　本特別委員会では、国の施策および予算に関する
提案をはじめ、広域連携や特別自治市制度などの大
都市制度に関する調査や区のあり方などに関する調
査を行っており、さいたま市では東日本地域との広
域連携について調査しました。
　横浜市では本市も含めた政令指定都市20市で国へ
法制化を要望している特別自治市について、浜松市
では、浜松アリーナの改修に関連した静岡市のアリ
ーナ構想との連携や区の再編について調査しました。

国際観光・文化交流促進調査特別委員会
　岩手県では、インバウンド対策として取り組む各
種事業や英米紙が県下自治体を取り上げた影響など
について調査しました。東京都墨田区では、区内在
住外国人を公式アンバサダーに任命しＳＮＳで発信
してもらう在住外国人ネットワーク化推進事業など
について調査しました。
　また、浜松市では、国際組織を通じた海外各都市
との交流などについて調査しました。

　委員会では、他の自治体などの先進的な取り組
みを実施している事例を視察し、岡山市の市政に
反映できるよう調査・研究を行っています。

委員会行政視察レポート

浜松アリーナ浜松アリーナ

浜松市役所浜松市役所

議会運営委員会
　本議会は、令和６年10月、議会基本条例を改正し
地方自治への多様な市民の主体的な参画が進むよう
議会および議員の役割等に対する市民の理解や関心
を深める取り組みにより、主権者教育を推進してい
くことを定めました。その観点から、那覇市では、
市議会と沖縄大学との包括連携協力、議会報告会お
よび市民との意見交換会を、うるま市では、市議会
ガイドブック・キッズノート等を、沖縄県では、県
議会高校等出前講座等を調査しました。

、
、

那覇市役所那覇市役所

プロフィール
岡山大学大学院医学研究科博士課程修了。
岡山大学病院新医療研究開発センター教授、
副病院長、岡山大学副理事、理事・副学長を
経て学長に就任。専門は泌尿器科学。

【※白本】
翌年度の国の予算に関して、政令指定都市20市の市長、議長の連名に
よって、各府省が翌年度予算概算要求の取りまとめに入る段階で、政
府および政党に対して要請活動を行うもの

国立大学法人　岡山大学

那須　保友氏学長
な　  す  　      やすとも

※


